
議 案 名

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議第５３号　五條市手話言語条例の制定について
（修正後の「五條市手話言語条例」は１３ページに掲
   載）

議第５７号　五條市議会議員の議員報酬等に関する条
例等の一部改正について

発議第７号　認知症施策の推進を求める意見書につい
て

議　案　名 議　案　の　概　要

平成３０年第４回１２月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　長 ＝議長

13 表決結果と議決結果ほか 12表決結果と議決結果

議 案 名 議　案　の　概　要

五條市下水道事業の設置等に関する条例の制定につ
いて

公営企業会計を導入した下水道事業を設置するため
（平成３１年４月１日から施行）

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校寄宿舎設
置条例の一部改正について

家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準が改正されたこ
とに伴う所要の改正を行うため（公布の日から施行）

五條市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

犯罪被害者等基本法に基づき、基本理念等を定め犯罪被害者
等の被害の早期回復軽減や犯罪被害等を支える地域社会の形
成を図るため（平成３１年４月１日から施行）

長○ ○○ ○○ ○○○ ○ 可決
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長○ ○● ○● ●○○ ○ 可決● ●

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校の全国募集に伴い
居住室の不足が見込まれることから２人使用の部屋を設ける
ため（平成３１年４月１日から施行）

市道路線の変更について

五條市下水道条例の一部改正について

五條市立中央公民館に係る指定管理者の指定につ
いて

平成３１年４月１日から３年間、株式会社図書館流通センター
を指定

平成３１年４月１日から３年間、和田自治会を指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　修正後の「五條市手話言語条例」                  　　　　　（色部分が修正案による変更部分）　　
（(目的)
第１条　この条例は、手話は言語であるとの認識に基づき、基本理念を定め、市の責務並びに市民及び事業者の役割を明
　　らかにするとともに、市民の手話への理解を促進し、地域において手話を使用しやすい環境を構築することで、市民
　　が自立した生活を営み、社会参加をし、及び安心して心豊かに暮らすことができる地域社会の実現に寄与することを
　　目的とする。
(定義)
第２条　この条例において、「ろう者」とは、聴覚に障害があり手話を言語として日常生活又は社会生活を営む者をいう。
(基本理念)
第３条　手話への理解の促進及び普及は、手話は言語であるとの認識の下、ろう者の意思疎通を円滑に行う権利を尊重す
　　ることを基本として行われるものとする。
(市の責務)
第４条　市は、前条の基本理念にのっとり、市民の手話への理解の促進及び手話の普及を図り、日常生活及び社会生活に
　　おいて手話を使いやすい環境を整備するための施策を推進するものとする。
(市民の役割)
第５条　市民は、地域社会で共に暮らす一員として、手話への理解を深め、市が推進する施策に協力するよう努めるもの
　　とする。
(事業者の役割)
第６条　事業者は、第３条の基本理念に対する理解を深め、市が推進する施策に協力するように努めるとともに、ろう者
　　が利用しやすいサービスを提供し、及び働きやすい環境を整備するよう努めるものとする。
(施策の推進)
第７条　市は、次に掲げる施策を総合的かつ計画的に推進するものとする。
(1)　手話に対する理解の促進及び手話の普及を図るための施策
(2)　手話による情報を取得しやすい環境及び手話を使いやすい環境の整備を図るための施策
(3)　手話通訳者の派遣その他ろう者の社会参加の機会拡大を図るための施策
(4)　手話による意思疎通支援のための施策
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施策
２　市は、前項に掲げる施策と市が別に定める障害者の福祉に関する計画との整合性を図るものとする。
(財政上の措置)
第８条　市は、手話に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。
(委任)
第９条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この条例は、平成３１年４月１日から施行する。

＜報告案件＞
平成２９年度五條市土地開発公社の決算及び事業の報告について
平成２９年度一般財団法人大塔ふる里センターの決算及び事業の報告について
平成２９年度五條市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
平成２９年度五條市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について
平成２９年度五條市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

長○ ●○ ●○ ○○○ ○ 修正
可決

○ ○

平成３１年４月１日から３年間、アスカ美装株式会社を指定 議   

決   

結   

果

五條市賀名生の里歴史民俗資料館に係る指定管理
者の指定について

五條市犯罪被害者等支援条例の制定について

平成３０年８月１０日付けの人事院勧告に伴う国家公務員給
与の改定に準じた改定を行うため（公布の日から施行、第２
条及び第４条は平成３１年４月１日から施行）

一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正につ
いて

市道路線の認定について 道路新設改良事業に伴い、新規に認定道路とするため
市道下之７号線　（延長２６０．０ｍ・幅員２．１～５．６ｍ）
市道釜窪１５号線（延長３９．０ｍ・幅員４．６～１０．３ｍ）
市道表野２１号線（延長１２７．３ｍ・幅員４．０～１０．６ｍ）
県営ほ場整備事業に伴う起終点所在の変更及び既存路線の一
部付替えによる起終点変更のため
市道表野３号線　（延長３５．４から１７６．１ｍ
　　　　　　　　　　幅員２．９から２．９～４．０ｍ）
市道表野４号線　（延長２１３．２から２８８．０ｍ
　　　　　　　　　　幅員１．９～２．４から４．０～８．０ｍ）
市道表野１８号線（延長３４．９から３４．２ｍ
　　　　　　　　　　幅員３．２～３．８から４．０～１０．０ｍ）
市道表野２０号線（延長２４９．５から１７４．７ｍ
　　　　　　　　　　幅員０．５～３．０から１．５～６．０ｍ）
市道山陰１号線　（延長３２７．１から３２４．３ｍ
　　　　　　　　　　幅員２．０～２．９から２．５～４．２ｍ）
市道山陰５号線　（延長３２４．０から２９９．５ｍ
　　　　　　　　　　幅員１．５～４．０ｍ）
市道山陰６号線　（延長２３９．９から２３９．０ｍ
　　　　　　　　　　幅員１．５～４．０ｍ）

五條市立図書館に係る指定管理者の指定について

堀内伸起氏の任命に同意
（任期：平成３１年４月１日から３年間）

五條市教育委員会教育長の任命について

平成３１年４月１日から３年間、特定非営利活動法人大和社中
を指定

五條市立老人憩の家に係る指定管理者の指定につ
いて

補正予算額　４５７，１４３千円
（選挙費・社会福祉費・児童福祉費・農業費・商工費・道路橋
　梁費・土木費・小学校費等の追加）

平成３０年度五條市一般会計補正予算（第４号）
議定について

平成３１年４月１日から３年間、桜井誠文堂を指定五條市市民会館に係る指定管理者の指定について

平成３１年４月１日から３年間、まちづくり改革推進＆Ｒｅａ
ｌＳｔｙｌｅグループを指定

五條市阿田峯公園に係る指定管理者の指定につい
て

平成３１年４月１日から３年間、アスカ美装株式会社を指定五條市立西吉野コミュニティセンターに係る指定
管理者の指定について

補正予算額　１４，０７０千円
（負担金補助及び交付金の追加）

平成３０年度五條市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）議定について

五條市監査委員に 養田全康氏（現 五條市議会議員）を選任五條市監査委員の選任について 五條市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関
する条例の一部改正について

公職選挙法の改正により、選挙におけるビラ頒布が市議会議
員選挙において可能となり、作成費用を条例の定める範囲内
で市が負担するため（平成３１年３月１日から施行）

不適正排水の排除に係る規定を加えるため
（平成３１年４月１日から施行）



15 組合議会の報告ほか 14意見書ほか

倒壊の危険度が高い市営墓地のブロック塀撤去等の予算措
置に特に緊急を要したため、専決処分を行った
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　また、市議会では議会を傍聴される方に議案書・会議予
定表・報告書等を貸し出しています。
    貸出しを希望される方は、本庁舎２階の議会事務局まで
お申し込みください。（本会議当日に先着５名の方）

議会を傍聴される方に
議案書等を貸出します

専決処分の報告、承認を求めることについて（平成
３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算（第１号））

五條市不当要求行為等防止条例の施行に伴う五條市不当要
求行為等審査会に係る経費及び墓地事業特別会計繰出金の
予算措置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

　

       

　世界に類例を見ないスピードで高齢化が進む我が国において、認知症の人は年々増え続けて
いる。２０１５年に推計で約５２５万人であったものが２０２５年には推計で７００万人を突
破すると見込まれている。
　認知症は、今や誰でも発症する可能性があり、誰もが介護者となり得るため、認知症施策の
推進は極めて重要である。　
　また、認知症施策の推進に当たっては、認知症と診断されても尊厳をもって生きることがで
きる社会の実現を目指し、当事者の意思を大切にし、家族等も寄り添っていく姿勢で臨むこと
が重要であるとともに、「若年性認知症」など、これまで十分に取り組まれてこなかった課題
にも踏み込んで行く必要がある。さらに、認知症施策に関する課題は、今や医療・介護だけで
なく、地域づくりから生活支援、教育に至るまで多岐にわたっている。
　よって政府におかれては、認知症施策の更なる充実、加速化を目指し基本法の制定も視野に
入れた、下記の事項に取り組むことを強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．国や自治体をはじめ企業や地域が力を合わせ、認知症の人やその家族を支える社会を構築
　するため、認知症施策を総合的かつ計画的に推進する基本法を制定すること。　
２．認知症診断直後は、相談できる人がいないといった人が多く存在しており、診断直後の空
　白期間が生じている。この空白期間については、本人が必要とする支援や情報につながるこ
　とができるよう、認知症サポーターの活用やガイドブックを作成することによる支援体制の
　構築を図ること。
３．若年性認知症の支援については、若年性認知症支援コーディネーターの効果的・効率的な
　活動を推進するため、コーディネーターに対する研修など支援体制を整備するとともに、本
　人の状態に応じた就労継続や社会参加ができる環境の整備を進めること。
４．認知症の全国規模の疫学調査と疾患登録に基づくビッグデータの活用を通し、有効な予防
　法や行動・心理症状に対する適切な対応など認知症施策の推進に取り組むこと。また、次世
　代認知症治療薬の開発・早期実用化や最先端の技術を活用した早期診断法の研究開発を進め
　るとともに、認知症の人の心身の特性に応じたリハビリや介護方法に関する研究を進めるこ
　と。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

     　　　　　平成３０年１２月１８日　　　　　　　　 　　五　條　市　議　会

　　　　認知症施策の推進を求める意見書
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て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
終
了
後
、
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
負
託

議
案
の
審
査
と
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
３
議
案
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可

決
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
報

告　
　

  　
　
　
　

          （
概
要
）

　

10
月
30
日
火
曜
日
、
や
ま
と
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30
年

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会
の
概
要
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議
会
招
集
の
挨

拶
が
あ
り
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

御
所
市
の
小
松
議
員
が
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

の
後
、
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
29
年
度
や
ま

と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
売
電

収
入
が
当
初
見
込
額
よ
り
増
額
と
な
り

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
７
１
０
万
円

を
補
正
す
る
も
の
で
、
平
成
29
年
度
や

ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
で
は
歳
入
歳
出

総
額
42
億
５
千
３
５
０
万
１
千
３
２
９

円
と
な
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
慎
重
審

議
を
経
て
採
決
の
結
果
原
案
の
と
お
り

承
認
・
認
定
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

組
合
議
会
の
報
告 

（
概
要
）

　市議会の定例会は、毎年３月・6 月・9 月・12 月に行わ
れます。次回の定例会は 3月です。
　日程については、決まり次第市のホームページでお知らせ
しています。

　　　　　　　　　　市議会だよりＧＯＪＯの配布場所を増やします

　市議会だよりＧＯＪＯは、新聞折込みや市役所・支所への設置などを行ってまいりまし
　たが、この度、市民の皆様にお手に取ってもらえる場所を増やすことにしました。　
  新しい市議会だよりＧＯＪＯの配布場所
＊市内公共施設
　（保健福祉センター・観光交流センターなど）
  ＊市内施設等　
　（五條バスセンター内　奈良交通五條旅行センターなど）

 　　市議会だよりＧＯＪＯは、新聞を取っていない方で、インターネット
　　を閲覧できる環境にない方に戸別配布を行っています。
　　詳しくは議会事務局にお問い合わせください。
　　　※市議会だよりＧＯＪＯは市のホームページから閲覧可能です。
　　　　トップページ右下「行政情報」の市議会の写真をクリックして
　　　　ください。（http:www.city.gojo.lg.jp/)

　
　



15 組合議会の報告ほか 14意見書ほか

倒壊の危険度が高い市営墓地のブロック塀撤去等の予算措
置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

 

議案書等貸出簿  
 
 貸出番号  

 
住     所  

 
 
 
 
氏   名 

 
電話番号

 

 
 
 
 

① 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

　また、市議会では議会を傍聴される方に議案書・会議予
定表・報告書等を貸し出しています。
    貸出しを希望される方は、本庁舎２階の議会事務局まで
お申し込みください。（本会議当日に先着５名の方）

議会を傍聴される方に
議案書等を貸出します

専決処分の報告、承認を求めることについて（平成
３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算（第１号））

五條市不当要求行為等防止条例の施行に伴う五條市不当要
求行為等審査会に係る経費及び墓地事業特別会計繰出金の
予算措置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

　

       

　世界に類例を見ないスピードで高齢化が進む我が国において、認知症の人は年々増え続けて
いる。２０１５年に推計で約５２５万人であったものが２０２５年には推計で７００万人を突
破すると見込まれている。
　認知症は、今や誰でも発症する可能性があり、誰もが介護者となり得るため、認知症施策の
推進は極めて重要である。　
　また、認知症施策の推進に当たっては、認知症と診断されても尊厳をもって生きることがで
きる社会の実現を目指し、当事者の意思を大切にし、家族等も寄り添っていく姿勢で臨むこと
が重要であるとともに、「若年性認知症」など、これまで十分に取り組まれてこなかった課題
にも踏み込んで行く必要がある。さらに、認知症施策に関する課題は、今や医療・介護だけで
なく、地域づくりから生活支援、教育に至るまで多岐にわたっている。
　よって政府におかれては、認知症施策の更なる充実、加速化を目指し基本法の制定も視野に
入れた、下記の事項に取り組むことを強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．国や自治体をはじめ企業や地域が力を合わせ、認知症の人やその家族を支える社会を構築
　するため、認知症施策を総合的かつ計画的に推進する基本法を制定すること。　
２．認知症診断直後は、相談できる人がいないといった人が多く存在しており、診断直後の空
　白期間が生じている。この空白期間については、本人が必要とする支援や情報につながるこ
　とができるよう、認知症サポーターの活用やガイドブックを作成することによる支援体制の
　構築を図ること。
３．若年性認知症の支援については、若年性認知症支援コーディネーターの効果的・効率的な
　活動を推進するため、コーディネーターに対する研修など支援体制を整備するとともに、本
　人の状態に応じた就労継続や社会参加ができる環境の整備を進めること。
４．認知症の全国規模の疫学調査と疾患登録に基づくビッグデータの活用を通し、有効な予防
　法や行動・心理症状に対する適切な対応など認知症施策の推進に取り組むこと。また、次世
　代認知症治療薬の開発・早期実用化や最先端の技術を活用した早期診断法の研究開発を進め
　るとともに、認知症の人の心身の特性に応じたリハビリや介護方法に関する研究を進めるこ
　と。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

     　　　　　平成３０年１２月１８日　　　　　　　　 　　五　條　市　議　会

　　　　認知症施策の推進を求める意見書

　

11
月
19
日
月
曜
日
、
奈
良
県
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30
年
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会
の

概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
管
理
者
か
ら
の
議
会
招
集
の

挨
拶
の
後
、
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
議
長
及
び
管
理
者
か
ら
諸
報
告
並

び
に
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
か
ら

平
成
33
年
度
全
体
統
合
後
の
人
件
費
及
び
市

町
村
分
担
金
の
負
担
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
「
人
件
費
は
配
置
職
員
数

割
り
、
署
所
の
経
費
は
自
賄
い
方
式
を
基
本

と
す
る
が
、
全
体
統
合
後
の
人
件
費
含
め
た

分
担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
現
在
組
合
内

で
課
題
整
理
を
行
い
検
討
を
進
め
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
平
成
30
年
度
奈
良
県
広
域

消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

及
び
平
成
30
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
宇

陀
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
、

一
般
会
計
及
び
12
特
別
会
計
の
平
成
29
年
度

歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
議
題
と
し
、
管
理
者

よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
審
議

を
経
て
採
決
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
の

報
告　
　
　
　
　

  　

  （
概
要
）

　

11
月
12
日
月
曜
日
、
南
奈
良
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30
年
南

和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
第
２
回
定
例
会

の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
企
業
長
の
議
会
招
集
の
挨

拶
が
あ
り
、
会
期
を
１
日
間
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
企
業
長
及
び
副
企
業
長
か

ら
諸
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
29
年
度
南
和
広

域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認

定
、
南
和
広
域
医
療
企
業
団
職
員
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
す
る
条

例
、
南
和
広
域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会

計
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、
全
て
が
総
務
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
南
和
広
域

医
療
企
業
団
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
借
入
金
で
３
千

４
１
５
万
６
千
９
４
０
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
終
了
後
、
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
負
託

議
案
の
審
査
と
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
３
議
案
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可

決
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
報

告　
　

  　
　
　
　

          （
概
要
）

　

10
月
30
日
火
曜
日
、
や
ま
と
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30
年

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会
の
概
要
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議
会
招
集
の
挨

拶
が
あ
り
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

御
所
市
の
小
松
議
員
が
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

の
後
、
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
29
年
度
や
ま

と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
売
電

収
入
が
当
初
見
込
額
よ
り
増
額
と
な
り

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
７
１
０
万
円

を
補
正
す
る
も
の
で
、
平
成
29
年
度
や

ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
で
は
歳
入
歳
出

総
額
42
億
５
千
３
５
０
万
１
千
３
２
９

円
と
な
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
慎
重
審

議
を
経
て
採
決
の
結
果
原
案
の
と
お
り

承
認
・
認
定
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

組
合
議
会
の
報
告 （
概
要
）

　市議会の定例会は、毎年３月・6 月・9 月・12 月に行わ
れます。次回の定例会は 3月です。
　日程については、決まり次第市のホームページでお知らせ
しています。

　　　　　　　　　　市議会だよりＧＯＪＯの配布場所を増やします

　市議会だよりＧＯＪＯは、新聞折込みや市役所・支所への設置などを行ってまいりまし
　たが、この度、市民の皆様にお手に取ってもらえる場所を増やすことにしました。　
  新しい市議会だよりＧＯＪＯの配布場所
＊市内公共施設
　（保健福祉センター・観光交流センターなど）
  ＊市内施設等　
　（五條バスセンター内　奈良交通五條旅行センターなど）

 　　市議会だよりＧＯＪＯは、新聞を取っていない方で、インターネット
　　を閲覧できる環境にない方に戸別配布を行っています。
　　詳しくは議会事務局にお問い合わせください。
　　　※市議会だよりＧＯＪＯは市のホームページから閲覧可能です。
　　　　トップページ右下「行政情報」の市議会の写真をクリックして
　　　　ください。（http:www.city.gojo.lg.jp/)
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市議会だより　

№70
平成３１年（2019 年）２月１日

五
條
市
議
会
第
４
回
12
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
30
年
第
４
回
12
月
定
例
会
は
、12
月
３
日
に
開
会
、

会
期
を
12
月
20
日
ま
で
の
18
日
間
と
決
定
し
、
初
日
に

市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
正
・
副
議
長
の
選
挙
や
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
の
選
任
並
び
に
地
域
活
性
化
及
び
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
特
別
委
員
会
等
の
設
置
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

始
め
、
五
條
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
、
五

條
市
立
中
央
公
民
館
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
や
五

條
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
な
ど
の
重
要
案
件
が

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
、
認
知
症

施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ

慎
重
な
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
７
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
12
月
20
日
に
議
事
日
程
を
終
了
し
閉
会

し
ま
し
た
。 　　

年
が
明
け
、
様
々
な
出
来
事
が

あ
っ
た
「
平
成
」
の
時
代
も
、
残

す
と
こ
ろ
３
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。　

　

皆
様
方
に
市
議
会
の
情
報
を
お

届
け
す
る
市
議
会
だ
よ
り
Ｇ
Ｏ
Ｊ

Ｏ
も
、
第
１
号
の
発
行
は
平
成
７

年
12
月
で
し
た
。
そ
の
市
議
会
だ

よ
り
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
も
早
、
70
号
を
数

え
、
次
の
71
号
で
は
新
し
い
元
号

で
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

未
来
へ
の
希

望
に
満
ち
た
新

し
い
時
代
に
向

け
て
、
市
議
会

議
員
一
同
こ
れ

か
ら
も
前
進
し

て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
是
非
皆

様
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

 　
　

 

伊
谷　

賢
司

　

副
委
員
長     　

 

岩
本　

  

孝

　
　

  

委
員　
　
　

山
口　

耕
司

　
　

  　

〃　
　
　

吉
田　

  

正

　
　

 　

 

〃　
　

    

窪　
　

佳
秀

　
　

 　

 

〃　
　

    

養
田　

全
康

　

      （
議
長
）       

平
岡　

清
司

  ※

今
回
の
編
集
は
旧
委
員
で
行
わ

　

  

れ
ま
し
た
。

問い合わせ先 　五條市議会事務局
電話　（２３）２０００　〒637－8501 五條市本町 1丁目 1番 1号
平成３１年 2月 1日発行　市議会だよりGOJO 70 号

　 （タイトル「雪の榮山寺」  大西　睦氏撮影　宇智公民館写真サークル）

16定例会の概要1
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
10
月
９
日
及
び

10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
県
内
で
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
、
伊
豆
市
を
訪
問
し
、
平
成
30
年

４
月
に
開
校
し
た
伊
豆
市
立
土
肥
小
中
一
貫
校

を
訪
れ
ま
し
た
。

   

同
市
は
平
成
16
年
、
伊
豆
半
島
中
北
部
の
４

町
が
合
併
し
発
足
し
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
に

は
、
出
生
数
が
２
０
０
人
を
下
回
り
、
少
子
化

が
顕
著
と
な
り
、
市
民
の
意
見
の
と
り
ま
と
め

等
を
行
い
学
校
再
編
成
計
画
を
作
成
。
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
等
の
状
況
を
考
慮
し
計
画
の
見

直
し
も
行
わ
れ
、
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
た
小

中
一
貫
校
が
静
岡
県
で
初
め
て
の
義
務
教
育
学

校
と
し
て
開
校
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
新
中
学
校
計
画
が
白
紙
と
な
り
、
現
在
新

た
な
学
校
再
編
計
画
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
10
日
に
は
、
五
條
市
内
の
小
学
校
と
も
学

校
間
の
交
流
が
あ
る
伊
豆
の
国
市
を
訪
問
。
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
で
は
市
が
自
主
運
行
す
る
路
線
バ

ス
の
ほ
か
、
市
内
名
所
等
を
周
遊
・
観
光
で
き

る
観
光
周
遊
型
循
環

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
２
市
の
視

察
研
修
で
得
た
成
果

を
市
の
学
校
教
育
・

地
域
公
共
交
通
な
ど

の
市
の
施
策
に
生
か

す
べ
く
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

総務文教常任委員会視察　in 伊豆市　伊豆の国市

　

自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特

別
委
員
会
は
、
10
月
18
日

及
び
19
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
熊
本
県
益
城
町
の

高
遊
原
分
屯
地
と
鹿
児
島

県
薩
摩
川
内
市
の
川
内
駐

屯
地
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

阿
蘇
熊
本
空
港
に
近
い

高
遊
原
分
屯
地
で
は
主
に

施
設
内
で
航
空
機
等
を
見

学
。
ま
た
、
度
重
な
る
水

害
か
ら
積
極
的
な
誘
致
活

動
の
結
果
、
自
衛
隊
駐
屯

地
誘
致
に
成
功
し
た
川
内

駐
屯
地
で
の
研
修
で
は
、

特
に
地
元
と
の
交
流
等
が

印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
２
か
所
で
の
研
修

で
学
ん
だ
成
果
を
も
と
に
、

五
條
市
の
陸
上
自
衛
隊
駐

屯
地
の
更
な
る
誘
致
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自衛隊駐屯地誘致特別委員会視察　in 益城町　薩摩川内市

　

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
は
、
11

月
13
日
及
び
14
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
三
重
県
・
愛
知
県
内
の
図
書
館

等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
は
、
三
重
県
菰
野
町
、

愛
知
県
東
郷
町
、
日
進
市
、
長
久
手

市
の
図
書
館
等
を
、
翌
14
日
に
は
、

愛
知
県
名
古
屋
市
、
春
日
井
市
、
一

宮
市
の
図
書
館
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
館
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
小
さ

な
子
供
と
保
護
者
が
自
由
に
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
子
育

て
世
代
に
対
す
る
配
慮
や
、
学
生
や

社
会
人
向
け
の
個
別
の
部
屋
が
設
け

ら
れ
て
い
た
り
、
全
世
代
が
利
用
し

や
す
い
環
境
作
り
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
図
書

館
が
市
役
所
・
役
場
や
他
の
公
共
施

設
と
隣
接
又
は
併
設
さ
れ
て
お
り
、

利
便
性
の
良
い
立
地
条
件
の
場
所
に

あ
り
、
施
設
を
生
か
し
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
活
性

化
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
２

日
間
の
研
修

で
の
成
果
を

本
市
の
こ
れ

か
ら
の
地
域

活
性
化
に
役

立
て
る
よ
う

努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

地域活性化特別委員会視察　in 三重県　愛知県　


